
「学びに向かう力」を鍛えることが、良い人生に結びつく
～ 世界の架け橋となる子どもたちを育てるために ～

文部科学省の定める学習指導要領に、
子どもたちが身に着けたい学びの三要素
＝「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」
「学びに向かう力」が示されています。
「学びに向かう力」が特に重要です。

好奇心や協調性、がんばる力などを示し、
数量や文字・言葉などとは異なる力で、
非認知スキルとも呼ばれています。
この力を身に着けることにより、どの

ように社会と関わり、良い人生を歩み、
世界の架け橋となりうるか、その方法を
考えることができるようになります。
多様性の尊重・協働による深い学び・

持続可能な社会作り・リーダーシップや
チームワーク・感性・優しさや思いやり
など、変化の激しい時代を生き抜くため
の実践力は「学びに向かう力」を鍛える
ことが何よりも重要なのです。
そこで２学期は、中南米の日本人学校

とオンライン授業を実施し、互いの意見
を聞き合い、知識のみならず、協働的な
学びから思考を深めていきます。
集団活動では、連邦大交流・文化祭な

ど異年齢と共同作業することによって、
どう行動すべきかをまね、よりよい人間
関係を築く姿勢を身に着けていきます。
地域や地域人材を生かした授業では、

相手と対話する勇気を持ち、体験活動を
通して、通じる喜び・知る喜びを深め、
個が輝く場面作りを工夫します。
学びに向かう力があふれるリオ日学を

これからも大切にし、職員一同研鑽して
まいります。

〇 心と心が触れ合う！ ～ 連邦大交流 ～

９月９日（月）、連邦大交流を実施し
ました。子どもたちと連邦大学生２５名
が一緒になって、お互いの文化を通して
仲良く交流する企画です。短い時間の活
動でも心の距離が縮まり、繋がる喜びを
感じます。「同じ釜の飯を食う」企画が
大成功、みんな仲良くなりました。

＜連邦大交流フォトアルバム＞

リオ日学のプレゼ

＊写真上から、開会式・アイスブレイクゲーム・日学

プレゼン・連邦大プレゼン・閉会式・学校昼食会
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〇 和食の心を知る ～リオならでは 自然の恵み～ 〇 思いが伝わると気持ちがいい！
９月１１日（水）、公邸 ９月１０日（火）

料理人の木下様にご指導い 中学部・リマと総合
ただき、小学部５６年・中 学習、１６日（月）
学部合同の調理実習を行い 小学部２年・サンホ
ました。 セと国語、２６日
和食魚料理にこだわり、 （木）小学部２３４

献立を鰯蒲焼・蛇腹胡瓜と 年・サンホセ（サン
イカの酢の物・イシモチの チアゴ急用で欠席）
潮汁としました。リオは新 と道徳のオンライン
鮮な鰯が安価でいつでも手 授業を行いました。
に入ります。イシモチは旬 初めは固い雰囲気
の白身魚で一尾（㌔２５レ の会話だったのが、
アル）とお手頃で、とても 数分後には気心が知
良いお出汁が取れます。 れ、同じ空間にいる
木下様の包丁さばきに見 かのような親近感が

とれ、いよいよ自分たちの 湧いてきます。一緒
鰯の手開きとなりました。 に遊べたら良いのに
意を決して腸（わた）を出 なと、ない物ねだり
し、身から骨をはがしてみ の気持ちになります。
ると度胸が据わり、料理人 相手の意見に耳を
になった気分です。 傾け、自分の考えを
いつしか共同作業も阿吽 発表することの良さ

の呼吸で協力でき、調理の を味わいました。
傍らで手の空いた者が器具
を洗うなど、チームワーク 〇 笑顔をプロデュース！ ～企画の勝利～
の良さを感じます。ひとつ ９月１７日（火）、
作業を終えるたび、背中に 中学部主催のフレン
自信があふれてきます。 ドタイムを行いまし
実食では、完璧なお出汁 た。日本雪合戦連盟

に感動し、蒲焼のたれの黄 の公式ルールに準じ
金比も素晴らしく、釜炊き た「玉合戦」です。
の白米が何杯でもいけ、全 突撃隊に目を奪わ
て食べつくしました。私の れているすきに相手
差し入れた抹茶小豆寒天寄 のカラーコーンを奪
せも美味しかった？ えば勝利です。一見
和食の技とリオの自然の 元気者の競技のよう

恵みを堪能した唯一無二・ でいて、実際コーン
最高の調理実習となりまし を奪ったのは小学部
た。 ２３年生のさくらさ

んや綾音さんでした。
〇 カリオカ（リオの人々）の人情に触れて 私が学級担任をし

９月１１日（水）、小学部 ていた時も同じ現象
２３年生がフェイラ（市場） が見られ、時間を忘
見学に行きました。働く人 れて何度でも戦いた
の工夫や買い物をする人が くなります。
何を求めているか尋ねてみ 皆の笑顔にあふれ
ます。 るフレンドタイム、
市場に入ると、仕事中に 企画の勝利です。

もかかわらずポルトガル語 さすがは中学生！
の質問に根気良く付き合っ
てくれます。マンゴー・バ 〇 地球規模で学ぶ ～南半球で暮らす意義～

ナナもご馳走になりまし 小学３年生の理科
た。買物中の女性が声をか で、「かげと太陽」の
けてくださり、美味しいト 観察をしました。朝
ウモロコシ選びのコツを教 から１時間おきに影
わりました。流通経路の説 の記録をして、太陽
明は、子どもたちには難し の動きを学びます。
い話でしたが、大人にはと 日本の教科書は「太
ても興味深く、新鮮で安い 陽は東から南を通っ
野菜・魚・肉からどのよう て西へ」とあります
に利益を生み出しているの が、南半球は「北を
か知りたくなりました。 通って」という結果
人々の生活を近くで知る になりました。

ことは貴重な体験であり、 この貴重な体験を
人情に触れ、私たちの心も いつまでも覚えてい
優しくなるようです。 てほしいと思います。



〇 元気でね！
９月２０日（金）を最後に、 杉山 椿季さん（小５）が帰国しました。
８月６日に編入してから、短い期間でしたが毎日勉強に、ドッチボールに、けん玉に元気いっぱい

過ごしてきました。好きな教科は何ですか？の問いかけに、いつも「家庭科！」と答えてくれました。
楽しかった日々をありがとう。日本でも明るく元気で活躍してください。

＜お別れ・花向けの言葉より＞
９月１７日は「中秋の名月」でした。今年の日本はとても美しい月夜だったそうで、日本から画像

を送ってもらいました。リオも数日天気が悪かったのですが、１７日は月夜が見られました。自宅の
ベランダから写真を撮りました。
私は月が好きです。３２年前、サウジアラビア王国・ジェッダ日本人学校で勤務していた時、日中

はとても暑くて４０℃近い気温のため買物は夜に出かけていました。これは当時の写真ですが、カレ
ンダーも月の満ち欠けで作られていたので、夜空を見上げるたびに、満月から三日月へと移ろう姿を
見ては、月日の経過を感じたものです。リオは治安の関係で夜出歩くことはなかなかできず、あまり
月夜を味わうことができませんが、こうして見比べると、月をずっと見ていたくなります。
昨年の９月の全校朝会で『キーウの月』という絵本を紹介したことを覚えていますか？ウクライナ

のキーウを舞台にした月の話ですが、この絵本は、今の悲しい現状の前に描かれています。「ローマ
で見る月と同じなのかな」「空を旅しながら、みんなに光を届けます」「月の光は、インドからペルー
へ、テベレ川から死海へも、パスポートなしで旅をします」「国境を飛び越え、優しく包み込みます」。
これから始まる日本の生活で、淋しくなることがあったら、月を見上げてください。きっと私たち

も同じ月を見ています。「頑張っているよ」とつぶやいてください。月を見上げる日常があることを
幸せに感じてください。そこには砲弾の音は聞こえません。温かな月の光が、きっと心を前向きに照
らしてくれます。遠く離れていても、リオで出会った仲間たちは、同じ月を見てひとつになれます。

〇 安全で安心できる学校であるために 〇 豊かな自然に囲まれて
９月２７日（金）に、

避難訓練・親子安全教室
・引き渡し訓練を行いま
した。
避難訓練では、学校職

員も一緒に職員室で身の
安全を確保しました。 季節は春、木の実を食べにたくさんの鳥がやっ
親子安全教室では、リ てきます。国鳥のトゥッカーノはその美しさに魅

オで有意義な生活を送る かれます。色鮮やかな鳥たちと陽気なさえずりに
ために気を付けることを に囲まれて、気持ちが穏やかになっていきます。
大野領事様にご講話いた
だきました。特に、登下 ＜美味しい記憶 食に感謝＞
校時のバスの乗り降りで 私が小学生の頃、病気がちの母は菜食主義に目覚め、食卓

危険があることを教わり から肉魚卵が消えた。みそ汁の具は庭のタンポポ、天ぷらに

ました。私たちの学校生 は柿の葉、肉の代用に大豆グルテンの加工品。今はビーガン
活を守るために日本国が という洒落た言葉があるが、育ち盛りの私には辛かった。

ついていてくださるとの 母の料理の美味しい記憶を辿ると「クロメスキ」がある。

お言葉が、とてもありが どこで習ったのか、フレンチ風コロッケを得意げに作った母

たく響きました。 の面影を思い出す。あの料理をもう一度味わってみたくなる。

緊張感の連続でしたが、 私には好き嫌いは全くない。大人になって菜食から離れ、
引き渡し訓練の後は、皆 何でも美味しくいただいている。子どもたちとお弁当を食べ

笑顔で帰宅しました。 ると好き嫌いの話になる。親の願いがこもった料理を、子ど

安心の学校づくりに、 もには、できるだけ何でも感謝して美味しく食べてほしい。

全力を尽くします。 美味しい記憶に何を語るか、数年先に聞いてみたい。

「キーウの月」

ジャンニ・
ロダーリ
（1920-1980）
イタリア詩人が

1960年に
書いた詩より

空を旅しながらみんなに光をとどけます。


